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我が国では，平均寿命が年々延伸する中，高齢社会を背景に，がん，糖尿病，

ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）などの生活習慣病による死亡や，要介護者の増加が

深刻な社会問題となっています。

徳島県では，県民の皆様が心身ともに健康で幸せに暮らしていける社会を実現す

るために，徳島県健康増進計画「健康徳島２１」に基づき，ライフステージに応じ

た健康づくりを推進しています。

継続した健康づくりは，個人の努力だけでなく，周囲のサポートや社会環境が整

うことが大切です。

特に職場における健康づくりは，「働き世代」の疾病の発症予防や重症化予防を

図る上で，非常に重要な役割を果たしています。

この事例集は，平成２８年度「健康づくり推進活動功労者知事表彰」の「企業部

門」を受賞された各事業所における，健診受診率向上，受動喫煙防止対策，事業所

独自の健康づくりの主な取組を御紹介しています。

事業主の皆様はじめ広くお役立ていただき，健康づくりに取り組みやすい職場環

境づくりの参考としていただけると幸いです。

結びに，この事例集作成にあたり，御協力いただきました関係者の皆様に厚く

お礼申し上げます。

平成２９年３月

徳島県保健福祉部健康増進課



『スピンドル製造技術で培った確かなコア技術を基に
～高精度への限りなき挑戦！～』

当社は創業１８６８年（明治元年）以来１４８年、地域の皆様と共に歩んでまいりました。

現在、繊維機械・工作機械・自動車などの部品及びベアリング旋削加工・梱包資材の

製造販売を行っております。世界に「ＡＷＡブランド」を確立し、国内をはじめアジア・ヨー

ロッパ・アメリカなど世界１６カ国へ製品の供給を行っており、スピンドルとその周辺の繊

維機械部品において、当社は圧倒的シェアを誇っています。

阿波スピンドルは、シャフトに残る歪を限りなくゼロに近づける切削技術、高周波焼き

入れ技術並びに研削技術などの加工技術をベースとして、毎分１００万回転を超える超

高速スピンドルの実用化に成功し、技術革新で築かれた最先端のコア技術でお客様の

ご要望に日々お応えしております。

このような技術を応用して、近年では繊維機械以外のスピンドルや高速回転体にも領

域を広げ、工作機械用部品の製造も行っております。また、傷検査装置や専用機で使用

するモーターとスピンドルを一体化したモータースピンドルや耐環境性に優れた高精度な

位置制御センサーもお客様にご提供しております。

また、マネジメントシステムとしてＩＳＯ９００１、ＩＳＯ１４００１、ＯＨＳＭＳ１８００１の認証を

取得し、ＴＱＭの推進、経営品質の向上に積極的に取り組み、社員満足度・お客様満足

度の向上を目指して努力を重ねています。

阿波スピンドル株式会社

事業所紹介

プロフィール

・所 在 地 ： 徳島県吉野川市山川町天神８０番地

・事業内容 ： 繊維機械部品製造及び販売

ベアリングレース加工、輸出梱包箱製造及び販売

・創 業 ： １８６８年（明治元年）

・設 立 ： １９４３年（昭和１８年）

・従業員数 ： １２０名（平成２８年４月１日現在）



・昭和１８年の設立当時から全社員を対象に健康診断を実施し、受診率は毎年１００％

である。健康診断結果は、社員の健康状態がすぐに確認できるように保管し、健康診

断の事後指導、産業医等からのフォローを継続して実施している。

また、健康診断結果で再検査・要精密検査の判定が下された方には、産業医・上司か

ら再検査の受診を勧奨し、その結果の報告を義務付け、積極的に健康を意識するよう

指導をしている。

・生活習慣病予防検診を、朝礼や茶話会で全員に案内するとともに、社内報にも掲載し、

周知を図っている。

・インフルエンザ、ノロウイルス、食中毒、熱中症など流行時期に応じた対策方法を社内

報に掲載し、注意喚起している。

・平成２６年から、産業医による健康相談を実施している。また、アドバイスなどの健康

情報を社内報に掲載するとともに、年１回は外部講師を招き、熱中症対策・肺炎防止

対策などの講演会を開催するなど、積極的に情報提供を行っている。

各種健診の受診率向上のための取組

従業員の健康意識向上のための取組



ログハウスの喫煙場所を設置！

・平成４年に喫煙に伴うリスクと受動喫煙が与える被害を考慮し、社員の健康を守るため

本社敷地内にログハウスの喫煙所を設置した。この場所以外での敷地内喫煙は禁止

とし、喫煙可能な時間帯も、昼休みと就業時間終了後に特定することにした。

この建物以外での禁煙の実施により、健康のためにたばこの煙の無い職場環境を確

保している。

また、当初は喫煙者が２８名いたが、現在１９名に減少する（３２％減少）など、社員の

健康の維持向上に大きく寄与した。

・また、平成２５年には「健康とくしま応援団」に登録し、茶話会で、たばこによる健康被害

や、運動及び野菜摂取の必要性を社員に説明を行った。

事業所での健康づくりの取組

安全衛生委員会・運営委員会の活動で、楽しく健康づくりを！

・朝のラジオ体操実施

昭和４０年頃より毎日就業前にラジオ体操を実施。

仕事の前に体のストレッチをすることで、事故防止

や健康づくりに役立っている。

・社員間のコミュニケーション

社員旅行を実施

昭和５０年頃から毎年、社員旅行を実施し、見聞を広めるとともに、心と身体の健康

を養い、良い人間関係を形成維持できている。

クラブ活動の実施

昭和５０年頃からバレーボール・バドミントン・ソフトボール・野球・サッカー・卓球・ゴル

フなど、昼休みのひと時を利用し、社員間の親睦や連携を図ってきた。

現在では、運営委員会の活発な活動により、ボーリング大会・バーベキュー大会など

も実施し、参加者全員で和気あいあいと進めている。

受動喫煙防止対策の取組



マラソン大会参加の推進

平成２３年から吉野川リバーサイドハーフマラソン

をはじめ、とくしまマラソン等に参加推進をし、役員

自らもランナーとして参加するなど、毎年、参加者

も増加している。

・平成２５年から、福利厚生の一環として、リゾートホテルと契約した保養施設を社員及び

社員の家族も使用できるようにし、社員が心身共にリフレッシュできる環境を整備してい

る。

・平成１９年にＡＥＤを設置し、毎年９月の防災月間に併せて、順次２０名程度ごとに取扱

い説明会を開いている。また、近年においては、救急救命講習も開催し、けがや病気で

の応急対応もできるようになった。

■健診等の状況

・特定保健指導実施率 １００ ％

・定期健康診断受診率 １００ ％

対象年齢以外の６６名の社員に対し、会社負担で血液検査・心電図検査を実施

・特定業務従事者（夜勤者）検診受診率 １００ ％

・胃がん検診受診率 ５．２ ％

・乳がん検診受診率 １７．０ ％

・子宮がん検診受診率 １７．０ ％

■受動喫煙対策の状況

・建物内禁煙 平成４年からログハウスを喫煙場所に指定し、休憩時間のみの喫

煙とした。当初は色々な意見も出たが、社員の健康意識の向上に

より、現在まで継続している。

■健康づくりの効果

社員の健康づくりの意識が高まり、休日に家族ぐるみでウォーキングやランニング

を楽しむ人も増加している。家族で同じことに取り組むことで、家族との絆も深まっ

ている。心と身体の異常は、心身症や生活習慣病といった体の病気に深い繋がり

があることも理解し、日頃のストレスを解消することにも役立っている。

また、禁煙に挑戦する人も増えており、受動喫煙に対する関心も高まってきた。

健診・受動喫煙防止対策の実施状況



当法人は、昭和２２年８月徳島市国府町に前身である田蒔医院として開業し、昭和５７年

４月に田蒔病院に、さらに昭和６２年４月には現在の法人設立により再出発し、今年で７０

年の節目の年を迎えております。

この間、徳島市西部地域において、病院事業とともに高齢者福祉事業を通じて地域医

療及び福祉の向上に取り組んできたところであります。

引き続き、地域住民の皆さまをはじめ、当法人で働く職員に対してもより一層健康づくり

活動を推進してまいります。

医療法人明和会たまき青空病院

事業所紹介

プロフィール

・所 在 地 ： 徳島県徳島市国府町早淵字北カシヤ５６－１

・事業内容 ： 医療・介護

・設 立 ： 昭和６２年４月

・従業員数 ： １５５名 （平成２８年４月１日現在）



昭和６２年から職員の健康診断については、毎年３月に年間健診予定を策定するため、社

内ネットワークシステムをはじめ、回覧板、掲示物等により受診啓発、健診情報の提供を行

い、受診の向上に取り組んでいる。

また、年度途中においても受診状況を確認し、未受診該当者に対して、積極的に受診を促

進している。

職員の健康診断の受診については、１０年間の平均で９５．５％となっている。

平成２０年度からの特定健診については、深夜業務、電離放射性業務、医療滅菌ガス業

務に従事する職員には、年２回の受診を行っており、対象者４８５名の受診率は、８年間平均

で、９９．２％となっている。

今後も、健康診断、特定診断への受診率の向上促進と健康管理に取り組んでいく。

各種健診の受診率向上のための取組

定期健康診断の受診促進の取組

受動喫煙防止対策の取組

敷地内、施設内禁煙

平成２３年に、新築移転に伴い、敷地内、施設内禁煙とし、駐車場、各入り口等に表示をし

て、患者、利用者の皆さんにもご協力をいただいている。

一部職員には喫煙者もいるが、健康管理面からも禁煙に向けたチャレンジ意識の促進と、

引き続き、健康受動喫煙防止、禁煙活動を推進する。



事業所での健康づくりの取組

働く職員の健康づくりのために

■職員食堂の設置

職員食堂を設置し、手洗い場、調理、洗浄、食品棚等を分離し、管理栄養士の作成した旬

の食材の活用と栄養バランスに工夫した献立表を１週間単位で掲示している。

また、エネルギー、脂質、カルシウム、蛋白質、炭水化物、食塩の表示を行い、職員への

栄養バランスの意識向上に努めた食事提供に努めている。

■職員ボウリング大会の開催

健康づくりと多職種の職員間の親睦を図るため、毎年開催することとしている。

大会は毎回８０名から１５０名の参加者で実施しており、全ての参加職員に賞品の贈呈を

している。

■とくしまマラソンへの参加

健康づくりと地域の活性化を目的とする「とくしまマラソン」の大会主旨に賛同し、平成２４

年度から積極的に参加に努めている。

この大会へ職員が参加する場合、参加費用の助成、ユニフォームの提供を行うとともに、

応援する職員を募り、「とくしまマラソン応援隊」を結成し、コース沿道において、応援用のぼ

りを設置して、出場職員とともに県内外からの大会参加者の応援を行っている。

また、制限時間内に完走した職員には、日頃の健康管理の努力とその結果の完走の栄誉

を称え、さらに本県の魅力発信、健康増進を図る大会主旨にも貢献したことによる職員表彰

と記念品の贈呈を行っている。

参加者 ２０１３年大会 ６名、 ２０１４年大会 １３名

２０１５年大会 ９名、 ２０１６年大会 １１名

地域でお住まいの皆さまの健康づくりのために



地域でお住まいの皆さまの健康づくりのために

■地域公開講座の開催

徳島市西部地域を中心に、地域でお住まいの皆さまを対象に、毎回関心の高いテーマを

選び、平成２４年度から開催している。医師、看護師、理学療法士、薬剤師、管理栄養士等

の専門職から、地域住民の皆さまの健康維持につながるよう情報提供に努めている。

実施にあたっては、新聞、ケーブルテレビを通じた広報を行い、地域の社会福祉協議会等

と連携して開催している。

第１回 「腰痛予防について」

「バランスのよい食事について」

第２回 「知っておきたい心臓病の検査と治療」

第３回 「乳がんについて ―基本のキホン－」

「がんに対するリハビリテーションと

浮腫について」

第４回 「高血圧・心臓病の治療と運動について」

「脳梗塞の予防と治療について」

第５回 「がん検診を受けましょう」

「自分でできる！膝体操」

「糖尿病教室

①食事療法②フットケア③薬の飲み方」

第６回 「おしっこで悩んでいませんか?」

「尿もれ・認知症の予防体操」

■健診等の状況

・健康診断 ９５.５ ％

直近１０年間の受診対象延人数 ２,１８２名、受診延人数 ２,０８４名となっている。

・特定健診 ８８.８ ％

平成２０年からの特定健診の延対象者 ４８５名、延受診者 ４３１名となっている。

・生活習慣病予防健診受診率 ８０.８ ％

（３５歳以上）

・胃がん検診受診率 ６７.６ ％

（３５歳、４０歳～７４歳）

・大腸がん検診受診率 ７５.７ ％

（３５歳、４０歳～７４歳）

・肺がん検診受診率 ８８.９ ％

■受動喫煙対策の状況

・建物内禁煙 平成２３年１０月から実施

・敷地内禁煙 平成２３年１０月から実施

■健康づくりの効果

医療に従事していることから、職員全体に健康意識の認識は高く、さらにバランスのよ

い食生活、年間を通じた継続的な運動の実施が図られている。

健診・受動喫煙防止対策の実施状況



当社は、「Ever Researching for a Brigher World」を経営方針に掲げ、蛍光体（無機

蛍光物質）を中心とした精密化学品の開発・製造・販売を主体に発展してまいりました。

発光物質を追及する中で、１９９３年に世界を驚かせた青色ＬＥＤ、蛍光体とＬＥＤを組み

合わせた白色ＬＥＤ、さらに青紫半導体レーザーと世界初の光半導体を商品化してまい

りました。これらの窒化物半導体の発明は、ディスプレイ・照明・車載・産業機器・医療計

測分野において光源の技術革新を起こしております。

このように、当社は独自技術を物つくりの分野に展開して世界に貢献できる企業であ

り続けたいと願っております。

日亜化学工業株式会社

事業所紹介

プロフィール

・所 在 地 ： 徳島県阿南市上中町岡４９１番地

（本社工場）

・事業内容 ： 窒化ガリウム系の光半導体を中心とした製造・販売

・設 立 ： 昭和３１年１２月

・従業員数 ： 約８７００名（平成２８年４月１日現在）



■定期健診・がん検診の受診率向上の取組

・医療機関を複数紹介し、従業員が受診したい医療機関で受診できるようにしている。

・オプション検診（婦人科検診、がん検査等）の情報も提供し、健診の際、必要に応じてオ

プション検診が受診しやすいようにしている。（費用は個人負担）

・人間ドック受診希望者には、費用の一部を会社が負担している。

・健康診断未受診者に対しては、健診担当部署が積極的にメールや電話で受診を促して

いる。

■健診後のフォローの充実

・精密検査などの再受診者へは、産業医面談や指示書を発行している。また個別相談に

も応じ、受診のアドバイスや医療機関の紹介も行っている。

・産業医、保健師/看護師による、有所見者への個別保健指導を実施している。

各種健診の受診率向上のための取組

従業員の特定健診、がん検診等の各種健診の受診率向上のための

取組について

受動喫煙防止対策の取組

敷地内禁煙を目指して

■受動喫煙の対策の現状

・平成１２年前より建物内禁煙とし、建物外に喫煙所を設置した。

・平成１９年 健康とくしま応援団 たばこ対策に登録。

■禁煙に向けた活動

・定期的に喫煙者に対する講習会を実施し、たばこが身体に及ぼす影響や禁煙方法等を

説明している。

・毎月２２日（スワンの日）に産業医が禁煙のメリットを伝える資料を作成し、社内イントラ

ネットに掲載している。

・禁煙希望者に産業医、保健師/看護師による定期的な禁煙個別指導（主にメールや面

談）を実施している。

・健康診断事後面談時に、スモーカーライザーやパンフレットを用いての禁煙指導を実施

している。



している。

事業所での健康づくりの取組

健康づくりの取組

■朝のラジオ体操の実施

・全従業員が始業前にラジオ体操を実施

している。

■健康づくりの情報提供

・産業医、保健師/看護師が広報誌、講習会等で入手した健康に関する情報を社内イント

ラネットや掲示板で、従業員に分かりやすく紹介している。

・会社周辺のウォーキングＭＡＰを作成し、社内イントラネットに掲載している。

・運動、食生活をテーマに毎月掲示物を作成し、周知している。

■健診等の状況

・定期健診（人間ドック含む）の実施率１００％、受診率ほぼ１００％である。【休職者を除く】

・特定業務健診（深夜勤務）、特殊健診（有機溶剤、特化物、鉛等）の実施率１００％、

受診率１００％である。【休職者を除く】

■受動喫煙防止対策の状況

・建物内禁煙 平成１２年から

・喫煙率が低下した。（平成２４年３５．０％→平成２６年３２．７％）

・平２７年度の定期的な個別指導では２９名が禁煙に成功した。

・健康診断後の面談をきっかけに、禁煙にチャレンジする従業員が増えた。

■健康づくりの効果

・天気のいい日は昼休憩の時間にウォーキングをする姿をよく見かけるようになった。

・腰痛が懸念される職場では、腰痛体操だけでなくＤＶＤを視聴したり課内教育が充実し

てきた｡

・休憩時間など、毎月変わる掲示物に足を止めて見る人が増えてきた。

健診・受動喫煙防止対策の実施状況



職場で取り組む
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